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開発の経緯
　豊鋼材工業は 2005 年より、新生産管
理システムとして工場内のハンディター
ミナルやバーコードプリンタなどのハー
ドウェアの整備と、Delphi/400 導入に
よる工程管理、トレーサビリティの強化、
業務効率化、見える化などを推進してき
た。
　その一方、工場の現場サイドから情報
を利用・参照したり、簡単に情報を入力
して作業効率を高めるための端末に関し
ては、使用環境や適正な端末形態、開発
ツール、価格等の制約より整備が進んで
いなかった。
　このような中で、写真を扱う業務で写
真データの一貫管理のニーズが発生し、
さらに他の業務用途でも機能拡張のニー
ズがあることから、Delphi/400 の最新
バージョン化と開発環境の整備により、
従来の業務プロセスを大きく改善できる
のではないかと考えた。 
　なお、従来から使用している生産管理
システムは「Delphi/400 Ver2007」で

継 続 開 発 し て お り、 開 発 環 境 が
「Delphi/400 XE5」（当時の最新バージョ
ン）に変わる場合、Unicode 対応のた
めの既存ソースの改修や、サードパー
ティのコンポーネントの対応などでコン
バージョンに要する工数が膨大になると
判断し、既存の開発ライセンスを継続し、
並行運用にすることとした。今後は、用
途、利用端末により開発・運用環境を使
い分けていく予定である。
　工場で使用する端末については、業務
の内容や用途によって適切な OS、サイ
ズ等は異なるものの、まずは写真撮影用
途を意識して iPod Touch での機能検証
から事前スタディを開始した。
　iOS の iPod Touch を端末として選定
した理由は、端末メーカー、モデルによ
る挙動の違いを意識しなくてよく、端末
を随時追加する際に、ほぼ同じモデルを
提供できるのと、電話機能がなく月々の
通話料が発生しないからであった。

iPod Touchで開発・
検証した機能
　事前スタディで、iPod Touch で実現
したい機能の実装可否と、業務用途とし
て実際に耐え得るかの確認を行った。期
待している機能は、以下の通りである。

①  Delphi/400 で開発する新たな用途、
および GUI 化済みの既存業務機能

② 従来よりハンディターミナルの 5250
エミュレータ用に作られ、運用されて
いる機能（5250 エミュレータは株式
会社ヒットの「WaveLink TE」を利用）

③ 通話、メッセージなどのコミュニケー
ション機能（Skype 利用）

　①で新たに開発するのは、工程写真・
鋼材写真の撮影・保管管理機能、作業予
定・順番情報公開機能、生産完了実績入
力機能、作業時間（日報）報告機能など
である。一部はすでにネイティブアプリ
として開発・運用済みであるが、今後も
継続的にニーズ掘り起こし、開発を進め
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表2　iPod Touchでの写真撮影機能開発の目的

表1　iPod Touchでの開発・検証内容
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用するようにコード記述するだけであ
る。ただし、一次元バーコード読み取り
の場合、桁数にもよるが、ある程度の大
きさが必要となり、当社では鋼材ラベル
のバーコードは約 10％ほど幅を拡大し
た。QR コードでは一次元バーコードよ
りレスポンスはかなり改善されるが、こ
ちらもサイズによっては読み取り不能と
なる。
　有料アプリなどではストレスなく読め
る場合もあるため、改良の可能性はある
と思われるが、現状では手がかりがない。
ハンディターミナル相当の業務を iPod
等で代替するには、特に QR コード読み
取りの操作性とレスポンスが最大のポイ
ントであり、頻度にもよるが一定の読み
取りレベルに到達できれば、その汎用性
からもさまざまな業務で置き換えが進む
可能性がある。

IBM iの情報抽出と表示
　DataSnap サーバー経由での取得とな
る が、 抽 出 条 件（SQL 文） は、
ClientDataSet の CommandText に 記
述する。TQuery ではオブジェクトイン
スペクターの SQL プロパティで Lines
への記述であったので長文でも問題ない
が、CommandText プロパティは複数
行表示不能のため、プログラムで行を分
けてコードを記述した方がよい。行分け
時は、＋でつなぐテキスト間のスペース
を忘れないようにする。なお、抽出した
データを表示する DBGrid のようなコ
ンポーネントがないので、各項目の意味
がわかるように Label にタイトルとレ
コードの値を組み合わせて表示した。
　また、方法は省略するが、ListView
コンポーネントで、LiveBinding デザ
イナーによって ClientDataSet と関連づ
けて表示することもできる。
　オブジェクトインスペクタのプロパ
ティでの SQL 記述の比較を【図 3】に
示す。　また、コードでの記述方法の比
較を【ソース 2】に示す。

写真データのサーバー
保存
　撮影された iPod の写真データを、
FTP プロトコルを用い、あらかじめ準
備されたサーバー上のフォルダに jpg 形

端末は 1 つの作業機器に対して 1 台を割
り当て、写真撮影に関するアプリは、次
のような仕様で開発することにした。

・撮影した写真データは、ネットワーク
上のサーバーに自動的に保存する。

・写真データのファイル名は、検索の容
易性を考慮し、キー情報を含むユニー
クな値とする。

・キーとなる情報は、鋼材の識別番号も
しくは作業ロット番号とし、撮影前に
QR コードまたはバーコードのいずれ
かで読み取る。

・IBM i のデータベースに、写真のファ
イル名、保存先フォルダー名、撮影日
時、鋼材番号、作業ロット番号などを
持つ写真データ抽出用のレコードを、
写真 1 枚ごとに書き込む。

・保存された写真データを特定し、抽
出・整理する機能は、IBM i の生産実
績データベース、鋼材データベース等
と関連させて既存の生産管理システ
ムに追加する（操作は既存の PC）。

　以上の処理フローを【図 1】に、iPod 
Touch での画面操作の流れを【写真 1】
～【写真 2】に示す。
　これらの仕様を実現するための iPod
アプリ開発は、ミガロ．のサポートを受
けながら主に次のポイントを押さえて進
めた。
　システム機器の構成は【図 2】の通り
である。

QRコード、バーコード
読み取り
　Delphi/400 XE5 に は、QR コ ー ド、
バーコード読み取り用のコンポーネン
トは含まれていないため、当社では
TMS 社 の フ リ ー コ ン ポ ー ネ ン ト

「TTMSFMXZBarReader」を登録して
開発を進めた。
　読み取り処理の実装自体は比較的容易
である。使用したコンポーネントでの
コード記述例を【ソース 1】に示す。
　このコードからわかるように読み取り
画面（カメラ）は Show メソッドで起
動し、読み取りが成功すると自動的にコ
ンポーネントの GetResult イベントが
動く。GetResult には読み取られた文字
が引数で渡されるので、この文字列を利

る。
　②は、バーコード、QR コードの読み
取りを iPod Touch のカメラ機能で行う
ことによる、操作性、レスポンス、読み
取り可否等の確認である。実用に耐え得
るかがポイントとなる。これが有効であ
れば、既存の高価なハンディターミナル
の代替機として低コストでの導入が可能
となる。
　③は、WiFi 環境の工場内や事務所間
で無料通話が行えれば利便性が高く、構
内電話が不要になる可能性もある。　

　以上のポイントを【表 1】にまとめる。

Delphi/400 XE5によ
る写真撮影機能の開発

従来の課題とニーズ
　構造物等で使用される鋼材は、使用箇
所などの条件を考慮して、さまざまな材
質で注文を受ける。鋼材の材質は、外見
では判断できないため、工場における在
庫管理、識別管理と、確実な使用実績の
報告により、使用鋼材の証明書を提出す
る。通常は、鉄鋼メーカーが発行するミ
ルシート（鋼材検査証明書）から該当分
を提出することが多い。最近は、一時期
の鋼材偽装問題も影響してか、写真での
証明提出を求められるケースが多くなっ
ている。
　品質保証体制強化を含めた開発の目的
を【表 2】にまとめる。また、この場合、
写真撮影から提出までのプロセスで、次
のような問題があり、業務効率化の妨げ
となっていた。

・デジタルカメラの台数制約による共有
化→カメラ探し時間

・スタッフによる撮影データの回収
・スタッフが撮影する場合の、タイミン

グの連絡、待ち時間の発生など
・回収した撮影データ（複数のお客様分

が混在）から特定分のみを抽出する手
間（個々の画像確認し選別）

・撮影データと生産実績データ（基幹情
報）の関連がなく、事後の検索が困難

・お客様からの要求がなく撮影していな
い鋼材は、事後の提出が不可能

　上記の問題を解決するために、iPod
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写真1　カメラ起動までの操作画面

図1　写真撮影、保管、利用のフロー
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トなどに確認が必要である。また開発ラ
イセンス、証明書等には期限があるので
定期的な更新を要する。
　開発ライセンス登録～インストール、
配布に必要な手続き、設定と各構成機器
の関連を【図 8】にまとめるが、高いセ
キュリティと厳密なライセンス管理のた
めに、かなり煩雑な手順を踏む必要があ
る。

システム立上げ時に
発生した問題点
　システム立上げ時に発生した主なトラ
ブルについて、【表 3】にまとめた。

QRコードと1次元バー
コードの併用への対応
　ラベルは、既存のバーコードリーダー
に対応するものや、QR コードを表記し
ないものが混在しているため、バーコー
ド読み取り時の処理には工夫が必要であ
る。通常、QR コードは 1 次元バーコー
ドよりも多くの文字情報を保有できるの
で、さまざまな運用を想定して記載する
情報を決定している。　
　同一の帳票に印字された QR コードと
1 次元バーコードを同じ用途で使用する
場合、1 次元バーコードの情報は、QR
コードでは先頭に配置する方がよい。実
際に QR コードと 1 次元バーコードを併
用している例を【図 9】に示す。

iOSで5250エミュレー
タ使用
　当社では従来、棚卸しをはじめとして
さまざまな用途でハンディターミナルを
利用してきたが、機能追加、改修時の容
易さ、リアルタイム性等の理由から、ハ
ンディターミナルに 5250 エミュレータ
を搭載し、IBM i に直結する方式で運用
してきた。
　今回の検討にあたっても、iPod に
5250 エミュレータを搭載し IBM i 上の
従来資産を活用して業務が行えるのであ
れば、積極的に取り組みたいと考えてい
た。
　調査の結果、iPod で利用可能な 5250
エミュレータとして株式会社ヒットの

「WaveLink TE」があることがわかり、

iOSアプリ使用の
ポイント、注意点
　iOS で IBM i に接続し、機能を利用
す る に は DataSnap サ ー バ ー の
DataSnap アプリを介する必要があり、
DataSnap アプリを常時起動させておく
必要がある。
　当社ではこれを、フォームアプリケー
ションではなくサービスアプリケーショ
ンとしているが、何らかの原因でフリー
ズまたは終了しているケースがあったた
め、タスクスケジューラで定期的に bat
ファイルによる再起動等を行っている。
　サービスの再起動は、下記の 2 行で実
行される。

　net stop "ServerContainer1"
　net start "ServerContainer1"

　また、複数の端末が DataSnap 経由で
アクセスする場合は、セッションの輻輳
により処理が停止することがあるので、
DataSnap サ ー バ ー ア プ リ 側 の
TSQLConnection のパラメータで、マ
ルチセッションの使用可否を決める

［Decimal Separator］を Y に設定する
ことが重要であり、またアクセス前後で
の接続、切断を漏れなく行う必要がある。

【ソース 4】に DataSnap サーバーとの
接続、切断の処理方法を記述した。
　アプリ更新の通知と作業による確実な
更新処理の実装も、端末を配布した後の
運用では重要である。
　当社では、アプリ内の選択機能の切り
替え時に、サーバーで管理する最新版
バージョンと自アプリのバージョン情報
を比較し、バージョンが上がっている場
合は更新用の Web ページが開き、更新
を促す。更新が試されないと毎回、リン
クページが開くことになる【図7】。 なお、
サーバーでの最新版確認は、DataSnap
アプリに実装した関数で取得している。
　開発用の iPod 端末で検証されたアプ
リはアプリケーションサーバーに保存
し、各 iPod 端末のブラウザのリンクよ
りインストールあるいは更新するが、
iOS 7.1 以降は社内配布用 Web サーバー
の SSL 証明書をあらかじめ各端末に導
入しておく必要がある。この手続きは
Mac、サーバー等で行うが、詳細な手順
は、ネット情報またはミガロ．のサポー

式で保存している。具体的には、IdFTP
コンポーネントを配置して保存先のサー
バー（host プロパティで IP アドレス指
定）に Connect メソッドで接続し、指
定のフォルダーへ ChangeDir メソッド
で移動の上、Put メソッドでファイルを
保存できる。なお、移動元ファイルは、
Camera 撮影の Action で撮影後に実行
される OnDidFinishTaking イベントで
得られる Bitmap のイメージをファイル
に割り付けたものである。

IBM iのデータベースへ
の情報書き込み
　こ れ も ClientDataSet の Command
Textに記述するSQL 文（Insert、Update
など）で、ClientDataSet.Execute で実
行する。

写真アルバムへの保存
はオプションで
　当初、トラブルを想定して端末の写真
アルバムにも撮影データを保存してい
た。しかし、コードの不備でメモリが消
費されアプリのクラッシュが頻発したた
め、メモリ解放するようにコードを改修
するとともに、アルバムへの保存は初期
設定でのオプションとした。【ソース 3】
にこの部分の処理を示す。

保存された写真データを
特定し、抽出・整理する
機能
　これは、従来の生産管理システム

（Y-VIS）への機能追加で対応した。生
産実績を、特定の条件で絞り込む機能は
従来から使われているが、新たに追加さ
れた写真の保存実績のデータベースとの
リレーションにより、該当する写真ファ
イルのフルパスを取得し、任意のフォル
ダにファイルコピーできる。また、抽出
されたファイルを Image コンポーネン
トにそれぞれ割り付けて表示している
が、この部分では、特に目新しい機能は
使用していない。なお、画面上で選択し
た写真は Newtone 社製品の ImageKit
を使い、任意の拡大、パンウインドウ表
示などの機能を実装した。操作画面のイ
メージを【図 4】～【図 6】に示す。
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図2　iOSデバイスに関連するシステム機器構成

写真2　写真撮影から保存までの画面
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iPhone」を使って通話を含めたコミュ
ニケーションが行えないか検証した。　
　検証の結果は下記の通りである。

◎通話機能
　Skype による工場内での通話は、着
信の認識、通話音量、音声出力位置など
の点から、現状のままでは実用的でない
ことがわかった。具体的には、呼出音が
工場内ではほとんど聞こえず、バイブ
レーションの機能もないため、着信に気
づかないことが多い。ただし着信履歴は
画面上に残るため、事後の折り返し電話
は可能である。なお、iPod のマイク、
スピーカの位置は通常のスマートフォン
と異なるため通話時は注意が必要で、上
下、表裏それぞれ逆の方がよい（【図
13】）。またマイク付きイヤホン、または
ヘッドセットの利用が推奨されている。

◎メッセージ機能
　緊急を要さない場合については、メッ
セージ機能は有効である。使い方はス
マートフォンなどのショートメールや
LINE 等と同様で、簡単である（【図
14】）。写真もカメラ連動でその都度送付
できるので、情報を視覚的に伝えたい場
合に便利であり、さらに必要であればビ
デオ通話も可能なので、状況をより具体
的に伝えることができる。

今後の狙い
　今回、Delphi/400 XE5 へのバージョ
ンアップと新しい開発環境の整備にあ
たって、予算申請の際に課題として挙げ
た、日報（業務時間報告）、鋼材の置場
管理、作業予定開示などの機能について
は、参照させる情報量に応じて、iPod
またはタブレット端末（iPad、Windows 
Tablet など）を視野に入れて開発し、
業務の効率化、新しい価値の創造につな
げていきたいと考えている。
 M

ソフトキーを数字キー主体の現場仕様に
カスタマイズできれば、業務で利用可能
と判断した。
　ただし、ハンディターミナル用の既存
フォームと処理コードは 1 次元バーコー
ド用に作られているため、iPod で QR
コードを読み取ると、保有する情報量の
違いにより、入力フィールドの桁数を超
えた文字が、次のフィールドまたは同じ
フィールドに書き込まれてしまう。
　「WaveLink TE」ではこのような場
合、オーバーフロー分を切り捨てる、ま
たは分割して次のフィールドに書き込
む、といった設定をオプションで選択で
きるので、柔軟な対応が可能であった。

【図 10】
　また、ハンディターミナルの場合、
QR コード等のスキャンはボタン操作で
あり、照射部分がレーザー光などで確認
できるが、「WaveLink TE」では、画
面のソフトキーでカメラを起動し（【図
11】）、表示部分で対象を確認、ピント合
わせで読み取り、という手順を踏むため、
最初は慣れを要した。iPod は、ハンディ
ターミナルと比べて、携帯性、バッテリー
の継続時間、コストなどで有利なため、
各用途での運用可否を見極めていく予定
である。

5250エミュレータの
業務機能のGUI化
　従来の 5250 エミュレータ画面と、同
じ機能を Delphi/400 XE5 で開発した
アプリ操作画面との比較を【図 12】に
示した。この機能は、製品の生産後に残っ
た鋼材の寸法、形状を登録する処理であ
るが、Delphi/400 XE5 の GUI アプリ
の方が、入力フィールドの間違い、寸法
位置の勘違いなどのミスが起こりにく
く、直感的な操作が可能である。この例
のように、従来の 5250 画面操作で処理
しにくい機能については、Delphi/400 
XE5 で作り直しを検討したい。

コミュニケーション機能
（Skype）検証

　今回の目的は業務アプリの開発であ
り、通話は主目的でないため、毎月の通
話料発生を避けるために iPod Touch を
選択したが、無料のアプリ「Skype for 
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図3　SQLのコードの静的設定の比較

ソース2　SQLのコード記述の違い

ソース1　バーコード読み取りりのコード記述例
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図5　抽出した写真の要否選択

図4　抽出した写真の一覧表示画面

ソース3　写真アルバム保存時のコード
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図7　アプリ更新のリンクページ

ソース4　DataSnapサーバー接続・切断のコード

図6　写真のファイル名の自動整理機能
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図8　開発ライセンス登録～配布に必要な設定等のイメージ
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図9　QRコード、一次元バーコードを併用での情報例

表3　立上げ時の主なトラブル
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図11　WaveLink TEでのバーコード読取起動

図10　WaveLink TE（5250エミュレータ）の文字数オーバー時の設定



17

図14　iPod Touchのメッセージ機能使用例

図13　iPod Touchのマイク、スピーカーの位置

図12　同等機能での5250画面とGUI画面比較


